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プレｰトテクトニクスの創始とその発展に対する貢献に日本国際賞

WJ｡モ､ガンDRマッケンジｰXノレビション3博士共同受賞

佐藤興平1)

1990年(第6回)の日本国際賞(ジャパン･プライス=

JAPANPRIZE)が,プレｰトテクニクスの創始とその

発展に於ける業績を讃え,米国プリンストン大学教授の

W.J.モｰガン博士(54歳),英国ケンブリッジ大学教授

のD.Rマッケンジｰ博士(48歳),フランスのエコｰル

･ノルマｰル･シュペリエｰル教授のX.ルピション博

士(52歳)に贈られた､地球科学分野の受賞は今回が初

めてである(第1表参照).日本国際賞は毎年二つの分野

に与えられるが,今年度は地球科学分野の他に総合化技

術分野で,人工知能という学問分野を確立した業績によ

り,米国マサチュｰセッツ工科大学のM.L.ミンスキｰ

教授(62歳)が受賞者に選ばれた.世界各国の研究者か

ら,地球科学分野は454件,総合化技衛分野は208件の推

薦カミあり,国際科学技術財団(理事長:横田喜三郎元最高

裁判所長官)の日本国際費審査委員会(委員長:向坊隆

元東京大学総長)の審査を経て､地球科学分野では上記3

博士の共同受賞が決まった.

4月17日に東京の国立劇場で授賞式が行われ,賞状･

賞牌および1分野につき5千万円の副賞が贈られた.続

いて18目と19目には,東京のイイノホｰルと大阪のMID

ツアタｰで,記念講演会が同時通訳付きで行われ,現在

も第一線で活躍中の著名た4博士の講演に,満員の会場

は熱気と拍手に包まれた.講演では,国際科学技術財団

から,参加者全員に英語と日本語の要旨集が配布され

た･地質ニュｰス編集委員会では,地球科学分野3博士

の講演内容と業績を広く読者に知っていただくため,同

財団の許可を得て,日本語の講演要旨と授賞に関連した

資料の一部をここに転載し,合わせて日本国際賞の概要

を紹介することにした.講演要旨の版権は国際科学技術

財団に属することを明記すると共に,転載を許可された

同財団に厚くお礼申し上げる.

第1表これまでの日本国際賞の対象分野と受賞者

工985年(第1回)

情報通信分野

バイオテクノロジｰ分野

1986年(第2回)

材料工学分野

医療技術分野

1987年(第3回)

生物改良分野(共同受賞)

エレクト目オプティックス分野

1988年(第4回)

エネルギｰ技術分野

予防医学分野(共同受賞)

r天然痘の根絶｣

｢エイズ原因ウイルスの

発見と診断法の開発｣

1989年(第5回)

環境科学技術分野

医薬科学分野

1990年(第6回)

総合化技術分野

地球科学分野(共同受賞)

J.R.Pierce(米)

��瑣��歩�慴穩爀

(イスラエル)

D.Tumbu11(米)

W.J.Ko1缶(米)

H,M.Beache11(米)

G.SKhush(インド)

T.H.Maiman(米)

G.Vendryes(仏)

D.A.Henderson(米)

蟻田功(目)

F.J.Fenner(豪)

L,Montagnier(仏)

R.C.Ga11o(米)

F.S.Row1and(米)

E.J.Corey(米)

1)地質ニュｰス編集委員会副委員長

M.L.Minsky(米)

W.J.Morgan(米)

D.P.McKenzie(英)

X.LePichon(仏)

キｰワｰド1国際科学技術財団,日本国際賞,プレｰトテクト

ニクス,W.J.Morgan,D.P.MlcKenzie,

���捨潮

日本国際費

概要:日本国際賞は全世界の科学技術者を対象とし,

科学技術の分野において,独創的･飛躍的な成果を挙げ,

人類の繁栄と平和に著しく貢献Lたと認められた人に与

えられる･本賞の受賞者は,原則として毎年2人とし,

国籍･職業･人種･性別は間わだいが,現存老に限られ

る･受賞者には,賞状･賞牌および1分野につき5千万

円の副賞が贈られる･受賞者は毎年2月に決定され,授

賞式典は4月に東京で,内閣総理大臣･在目外国大使･

著名た学者研究者･政界一財界ならびに言論界代表らが

出席して行われる.

運営:日本国際賞の選定及び授与等の運営は財団法人
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国際科学技術財団が担当する.国際科学技術財団は内閣

総理大臣(総理府本府,科学技術庁),外務大臣および文部

大臣が所管する公益法人であり,理事長ほか各界の有識

者によって構成された理事会によって運営されている.

審査:･国際科学技術財団に設けられた｢分野検討委員

会｣が,広汎な科学技術分野のなかから科学の動向を

考慮Lて当該年度の授賞対象として最もふさわしいと

考える2つの対象分野を選定し,授賞の約1年半前に

発表する.

･各授賞対象分野ごとに,広く世界各国の学者･研究者

に依頼状を送り,受賞候補者の推薦を求める･

･国際科学技術財団内に日本国内の著名た学識経験者か

らたるr審査委員会｣を設け,全世界から推薦された

候補者の中から審査･選定し,受賞候補者を財団の役

員に推挙する.

･r審査委員会｣の決定を尊重し,財団の役員会は受賞

者を最終決定し発表する.

注)以上は国際科学技術財団の資料に基づく･同財団

は,｢人類の繁栄と平稲がすべての人々にとっての共通

の願望であることにかんがみ,これに貢献する科学技術

の進歩を目指して,その研究を奨励すると共に,科学技

術に関する知識および思想の総合的た普及啓発を図る｣

ことを目的に,1983年5月に発足Lた･財団の英文表記

は,TheScienceandTechno1ogyFoundationofJapan

(略称:JSTF).連絡先は,〒100東京都千代田区日比谷

公園1-3市政会館内,Te1.03-508-7691.
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プレｰトテクニクスという新しい科学は,大陸移動説

を定量化しました.今では,海底地磁気の縞状異常の幅

から中央海嶺での海底拡大遠度を求め,それに基づいて,

海溝でのプレｰトの収束速度やトランスフォｰム(水平

ずれ)断層でのずれ運動を予言することができまナプ

レｰトテクニクスで最も重要た仮定は,｢プレｰトが完

全に剛体であって,内部変形をしたい｣ということです.

だからこの理論では,“すべての"テクトニックな(構造

的な)活動プレｰト境界で起こると仮定されています.

幅1万kmにも達する北米プレｰトや大平洋プレｰトを

見ても,その変形は年に1㎝程度しかありませんが,プ

レｰト境界をはさむ幅約100㎞の領域では,年に5～10

Cmも変形するのです｡つまり,ほとんどの活動はプレ

ｰト境界で起こることになります･ただし,“すべての"

といいましたが,実際は80～90%のことです.プレｰト

内にも,地震とかリフト(割れ目)的た地形(たとえば米

国のべ一スソ･アンド･レインジ地域,東アフリカ･リフト,

背弧拡大軸など)は存在します.しかし,プレｰト境界で

の地震の数や大きさ,リフティングや造山活動に比べれ

ば,2次的(1O%程度)なものにすぎたいわけです.

プレｰトテクニクスによると,いくつかの現象につい

て明確た予言をすることができます･だからプレｰトテ

クニクスは“検証可能"です･異なる海嶺をまたいだル

ｰプから計算されるフレｰト運動は一致するでしょう

か?予言されたプレｰト間相対運動は,プレｰト境界

での地震の初動分布をうまく説明できるでしょうか?

1990年6月号

��楮楡�慳潮�則�

1935年米国ジョｰジア州生まれ.1957年ジョｰジア工科大学

卒業,1964年プリンストン大学より博ニヒ号取得.以後プリンス

トン大学地質学地球物理学科の助手･助教授等歴任,1975年よ

り教授.

ホットスポット起源とされる島六の配列方向は,理論か

ら予言される方向と一致するでしょうか?フレｰトテ

クニクスによるモデルは,80～90省のレベノレでは,これ

らのテストに合格したのです.また,r硬くて一体とた

って運動する厚さ100～200㎞の表層殻｣という概念か

らは,テクニクスのさまざまた側面を説明する定量的な

モデルが生まれました･たとえば,海洋底の熱流量につ

いてのモデル,さらには,それに基づく海底年齢と水深�


